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全団で開会儀礼         慶応ローバーさん     始めのゲーム 
 
 
 
 

 
 

 

 
ビーバークラフト    カブはシーターポン   ボーイ美化工作大人気 慶応 RV 団委員長さん 
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７月２４日（日）今月もまた祐遊広場を会場に合同隊集会をおこないました。今回の活動は団全体でのゲームの

後各隊ごとに「夏のキャンプに備えたクラフト」をおこなう集会でした。 

残念ながらキャンプ自体は中止となってしまいましたが、活動は予定通り実施し、今後計画される活動に役に立

つものが作れました。 

なお、今回の活動に慶応大学ローバー隊（港３団）から２名のスカウトが応援に来てくれました。二人とも地元

でビーバー隊から活動をしているそうです。慶応ローバーからは今後継続的に支援をしていただくこととなって

います。（別途記事あり） 

集会は開会儀礼に引き続き竹材を使ったリレーゲームをおこないました。その後は各隊に別れて隊ごとにキャ

ンプで使うクラフトプログラムを実施しました。 

BS/VS 隊は祐遊広場で美化工作、キャンプ用の食堂テーブルを作成しました。今年は工作訓練の時間が取れて

いないのでなかなか大変だったようです。CS 隊はシーターポン作り、これも日常活動ができていなかったのでち

ょっと遅れての作成でした。BV 隊は親子で作成ということでパラコードの平編みに挑戦、次の集会で使うキーホ

ルダー的な物を作りました。 

各隊の活動が終わったところで再集合、それぞれの完成品の披露をおこないました。なかでも、食堂テーブルは

大人気、小さいスカウトたちも興味深々でいっぱい質問していつまでも離れませんでした。 

閉会式には港３団の団委員長にもいらしていただき、今後の協力を含めてご挨拶を頂きました。 

 先月緊急告知でお知らせしたとおり、本年も夏期のキャンプ行事を中止することとなりました。 

 今年については、BV はお寺を利用、CS、BS は西湖湖畔、VS 移動で夏期行事を計画していました。と

ころが７月に入りコロナ感染状況がかなり悪化していましたのでこのことを踏まえ７月１９日に団会議をお

こない、残念ながら今年についても中止すると決定いたしました。現地で感染が確認された場合の東京への

移送方法や現地医療体制への影響を考えた結果です。 

なお、各隊とも代替措置としての活動をおこなうこととなりました。 

BV については同じ内容を１日に圧縮しての実施。CS は月末にお寺で集会実施、BS は月末に近隣地域にお

いて対策を考慮した一泊キャンプ実施となっています。VS は９月に代替プログラムを計画します。 



 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ボーイスカウト目黒１団機関紙・らしんばん   編集・作成：団委員会広報担当    No.7３3 （SINCE1959） 

７月３日（日）祐育館でクラ

フトの隊集会をおこないまし

た。 

新しい父母の方にネッカチ

ーフを付けていただくにあた

り必要なチーフリングをスカ

ウトと一緒にロープを編んで

作ってもらいました。説明図

を見ながらの作業は結構大変

でした。 

後半は夏の行事についてリ

ーダー側からの説明、実行委

員をビッグの保護者にお願い

すること、その中から実行委

員長を選ぶことなどをおこな

いました。保護者の皆さんの

総力で実施計画を進めます。 

８月２２日から約３週間、当団のナルサワローバースカウトが「富士特別海外派遣員」としてカナダへ向か

います。この派遣は富士スカウト章取得者の中から応募のあった者を選考、本人が独自に企画した社会性のあ

るテーマにより定めた国、または地域に派遣し、プロジェクトを実施するものです。今回は全国から２名が派

遣されます。 

派遣員は、これまでのスカウト活動を通じて体得した知識・技能・精神を一層高めると共に、外国スカウト

等との親善交歓により国際理解と友情を深め、テーマに関する理解・経験を深めることを目的にプロジェクト

を実施します。 

 ナルサワスカウトは、富士章取得の際に研究していた、「世界遺産」をテーマにカナダを訪れ、今後世界遺産

活動が進んでいく日本において、世界遺産を保護・存続させていくために必要なことをカナダの世界遺産での

調査研究してくることになっています。 

 なお、最終目的地では、目黒１団の姉妹団であるリッチモンド１２団のケビンさんにも会う予定となってい

ます。帰国後の報告会が楽しみですね！ 

 

７月１７日（日）祐天寺み魂まつり・子供盆踊り大会が開催され、「式典」

に当団からスカウトが参加しました。今年の盆踊りはコロナや天候の影響

でこの日１日限り、子供限定で開催されました。 

前月また前々月のらしんばんに１8NSJ（第 18 回日本ジャンボリー） 

情報を配信しておりますが 

●先ず日本スカウトジャンボリーとは？ 

ボーイスカウト日本連盟が主催する、日本国内におけるボーイスカウト最大の行事であり 1956 年に 

長野県軽井沢で第１回が開催されて以来、2018 年に石川県珠洲市で開催された第 17 回まで 4 年に 

1 回のペースで脈々とその歴史が引き継がれています。 

●今回、コロナ禍の影響を考慮して中止・延期も検討されましたが、オンライン「分散開催」形式をとることで、

「4 年に 1 度の祭典」開催の歴史をつなぐこととなりました。 

本年は日本連盟創立 100 周年にあたり、この事業は 100 周年記念大会として開催します。コロナ禍へ対応した

分散型での実施となりますが、全国のスカウトたちがつながりを実感できるように、インターネットを駆使して

全国をつないだ新しい大会形式で行われます。 

●ボーイスカウト真夏の祭典「ジャンボリー大集会」 

第 18 回を迎える今回のジャンボリー大集会には、秋篠宮皇嗣殿下、同妃殿下の御臨席を賜り、スカウトたちと

の御懇談を予定しています。各地のサテライトからの中継など、各地でキャンプをするスカウトが時を同じくし、

テーマ“つながれ！ぼくらのジャンボリー”を体現しながら、全国の仲間との絆を深めます。 

●詳しくは、18NSJ 大会公式サイトをご覧ください。  https://18nsj.scout.or.jp/ 

・ボーイスカウト第 18 回日本ジャンボリーと検索するとたくさんのスカウトの笑顔に出会えます。 

そこには元気、やる気、友情の大切さなどなどが盛りだくさんに詰まっています。 

是非、検索して沢山の笑顔から多くの事を感じて頂ければ嬉しいです。 

いつか皆さんも与えてもらう側ではなく、与える側になる日が必ずやってきます。 

それがボーイスカウトです。 


